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1． はじめに 

我が国において鋼道路橋の主な損傷の一つに床版の

損傷がある．道路橋の床版の損傷は広義の疲労損傷であ

ることが松井ら 1)によって明らかにされていると同時に，

その主な要因として輪荷重の走行作用が挙げられてい

る．RC 床板の輪荷重による疲労に関する研究はこれま

でに数多くなされており，床板の疲労損傷のメカニズム

は明らかにされているといわれているが，全ての事象が

解明されているわけではない．特に，既存 RC 床版の調

査において確認できる床版内部の水平ひび割れ(図 1)に

ついてはその発生と進展過程は明らかになっていない．

この水平ひび割れの発生・進展機構については多くの議

論があるものの，合理的な説明には至っていないのが現

状である．著者らは RC 床版内部の水平ひび割れを発生

させる要因として床版コンクリート打設時に発生する

ことが考えられる収縮ひずみに着目した研究を進めて

きた 3)が，これまでの研究では床版単体を取り扱ったも

のにとどまっており，実際の状況で考えられる，橋梁鋼

主桁による外部拘束の影響を考慮できていなかった．こ

のことから，著者らは外部拘束を受ける環境下での床板

内部の若材齢時のコンクリートの収縮ひずみに着目し

た解析を行い，これが床板内部の水平ひび割れ発生に関

係する可能性があるのか検討を行った．

 

2． 解析概要 

本研究では，コンクリート打設後に発生する収縮ひず

みの中でも鉛直方向成分に着目し，解析による検討を行

った．使用した解析ソフトは ASTEA MACS であり，鋼・

コンクリート合成桁の一部をモデル化した有限要素モ

デルを構築し，温度応力解析を行った．図 2 に今回使用

した解析モデルの概要を示す．解析モデルにおける RC

床版は長さが 5000mm，幅が 2200mm，厚さが 230mm，

主鉄筋には D19 鉄筋を圧縮側には 300mm 間隔，引張側

には 150mm 間隔で配置した．解析をするにあたって設

定したコンクリートの配合を表 1 に，解析に用いた物性

値を表 2 に示す．セメントには普通ポルトランドセメン

トを想定した解析を行っている．コンクリート及び鉄筋

はソリッド要素でモデル化し計算を行った．境界条件と

して床板上面は 5 日間のシート養生 (熱伝導率：

6W/m
2℃)を，床板側面及び下面は 5 日間の合板型枠(熱

伝導率：8W/m
2℃)による養生を想定した解析を行った．
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また拘束条件は桁の下フランジの両端部にのみ各方

向から拘束を与えている．また外気温は 20℃一定とし

て解析を行った． 

3．解析結果

(1) 温度の分布状況 

 図 3 に打設 24 時間後の床版支間中央断面の一部の温

度分布の算出結果を示す．図 4 には図 3 に示す着目部位

No.1～No.3 の温度時刻歴である．圧縮側主鉄筋に着目

したのは既往の研究から水平ひび割れの発生が圧縮側

主鉄筋近傍で確認されているためである．型枠から

250mm に位置する No.2 と型枠から 411mm に位置する

No.3 はほぼ同じ推移をしており，型枠から 111mm に位

置する No.1 は型枠の影響から水和発熱によって低くな

っていることが認められる． 

(2)ひずみ時刻歴の結果 

 

図 5 は着目部位 No.1～No.3 のひずみ時刻歴であり，図

5(a)，図 5(b)は Y 軸方向及び Z 軸方向の結果である．図

5(a)の結果から材齢 60 日でそれぞれ No.1：15.84μ，

No.2：7.45μ，No.3：7.38μであり，温度が同じように

推移していたNo.2とNo.3はY軸方向のひずみも同じよ

うに推移することが確認できた．図 5(b)から Z 軸方向ひ

ずみは，材齢 60 日でそれぞれ No.1：221.96μ，No.2：

-10.46μ，No.3：228.41μである．これはコンクリート

の Z 軸方向のひずみは主鉄筋によりコンクリートの収

縮が拘束されたために引張ひずみが発生している可能

性が考えられる． 

 

4．まとめ 

本研究の解析から，既往の研究から水平ひび割れが確認

されている主鉄筋近傍に鉛直方向の引張ひずみが発生

することがわかった．Y 軸方向においては No.2，No.3

は桁の上フランジによる拘束の影響が大きく，温度変化

後のひずみの変化が小さくなった．No.1 は No.2，No.3

に比べて上フランジによる拘束の影響が小さく，温度変

化後もひずみが変化し続けることが認められた． 
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